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◆大阪府域の液状化の可能性（H25.6.6災害対策等検討部会資料 抜粋） 

１ 

【参考】東南海・南海地震(Mw=8.6) 
（H19.3 大阪府地震被害想定） 

大阪府今回推計(Mw=9.0) 
【未定稿】 



◆３地震動によるＰＳＩ値及び変位量の比較（泉州海岸抜粋） 
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＜堺泉北港海岸　堺新港地区＞
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＜泉州海岸　出島石津地区＞
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＜阪南港海岸　岸和田地区＞
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＜岡田漁港海岸　岡田地区＞
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PSI値
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97.36

71.70

120.16

61.40

105.85

PSI値

PSI値

水平変位

61.07

No 作成年 地震動名（最大加速度）

H17

H19

H24

東南海南海（１０５gal）

東南海南海（　　　gal）

南海トラフ（３００gal）

0.810

1.000 0.210 1.210

鉛直変位 排水沈下 沈下計

チャート診断結果

0.400 0.210 0.610 0.018

1.069

FLIP解析結果

No 作成年 地震動名（最大加速度）

0.635 0.175 0.810

鉛直変位 排水沈下 沈下計

0.001 0.000 0.001

0.600 0.210

チャート診断結果

H17 東南海南海（１６１gal） 79.37 1.600 0.370 1.970 0.300 0.180

H24 南海トラフ（３98gal） 2.200

0.480 0.630

H19 東南海南海（　　　gal） 1.200 0.370 1.570

0.370 2.570 0.800 0.320 1.120 0.830

No 作成年 地震動名（最大加速度）
チャート診断結果 FLIP解析結果

鉛直変位 排水沈下 沈下計 鉛直変位 排水沈下 沈下計 水平変位

H17 東南海南海（１２７gal） 61.64 0.300 0.000 0.300 0.020 0.000 0.020 0.010

H19 東南海南海（　　　gal） 0.400 0.350 0.750

H24 南海トラフ（３２２gal） 0.700 0.350 1.050 0.049 0.350 0.399 0.050

No 作成年 地震動名（最大加速度）
チャート診断結果 FLIP解析結果

鉛直変位 排水沈下 沈下計 鉛直変位 排水沈下 沈下計 水平変位

H17 東南海南海（１０５gal） 61.07 0.500 0.140 0.640

H19 東南海南海（　　　gal） 0.600 0.140 0.740

0.093 1.033 2.565H24 南海トラフ（３１７gal） 0.700 0.140 0.840 0.940

FLIP解析結果

鉛直変位 排水沈下 沈下計 鉛直変位 排水沈下 沈下計 水平変位



◆防潮堤におけるＭ８クラス地震に対する検証について 

３ 

• 今回の南海トラフ巨大地震（Ｍ９クラス）による検証では、軟弱地盤を抱える
沿岸部を中心に長時間地震動による液状化の可能性が新たな知見として
指摘。 

• 一方、中央防災会議では、現実的な災害対策の目標となるよう、宝永地震
を基に最新知見によるＭ８クラス地震・津波の再計算を実施する予定。 

• 府域のＭ８対策を万全にする意味でも、Ｍ８クラス地震動による防潮堤へ
の液状化の影響を再チェック 

ＰＳＩ値やチャート、動的解析の結果から、簡易的にＭ８液状化の検証を実施 

• 代表箇所ではあるが、３地震動の比較結果より、ＰＳＩ値と鉛直・水平変位
量には一定の関係性がみられる。 

• 今後、南海トラフ巨大地震（Ｍ９クラス）で要対策区間として抽出されている
箇所について、Ｈ１９東南海・南海地震動に基づくＰＳＩ値やチャート診断結
果、必要に応じて動的解析結果などをもとに相関関係を分析し、Ｈ２４点検
結果からＨ１９地震動による防潮堤の変位量を推計する。 
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【参考】 
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【参考】 


